














Making of Nation-State and Affirmative Relief 






















































































































があり、同年 11 月 10 日に、内務省の設置が決定され（勝田② p.34）、同月 29 日、「征韓論に
関する意見書」で使節派遣に反対する理由として治安対策と殖産興業を核とする内治優先論を







の下に府県に統一的に適用する救済を中心に 33 項目が、第 138 巻（保民７・救済２）の目次
には「恤窮一」の下に旧士族関係の救済が 16 項目と、「恤究二」の下に人民の救済を中心とし
た 12 項目が、第 139 巻（保民８・救済３）の目次には「恤究三」の下に貸し付け、棄捐とい






















　１世帯は石見国邑智郡（須谷村）の本多茂市（13 歳８月）、母与志（35 歳 11 月）、祖母（76
歳２月）、姉（15歳７月）の４人世帯である。これらの者は全くの困窮者で、母親与志は苦労して、































































































































た。1868（慶應４）年５月 10 日に会計官に創設された租税司は、1869（明治２）年８月 12 日





















































負担の下に行わせるものでもあった。また、1871（明治４）年 11 月 12 日には、岩倉遣欧使節
が出発し、条約改正への歩みを始めた。
　【大蔵省時代の救済】　1871（明治４）年 11 月４日、太政官は、奇特者の賞典・窮民救助に







年４月 25 日には、「棄児養育米満 13 歳ヲ限り給与」が布告され、棄児養育米は満 13 歳まで年
７斗の給付とされた。
　1873（明治６）年４月５日、北海道開拓史は太政官に「北海道並樺太州賑恤規則」*17 の承





















県は、県令松田道之の名で同年７月 15 日附達 671 号、ついで同年９月 12 日同 846 号を以て調
査方を命じ、更に遅滞をしないように督促した（吉田 pp.56-57）。
































滋賀県の申請額が 124 名で 49 石６斗であるのに対し、大蔵省の類例で計算すると 161 石７斗
である。滋賀県の申請額の内訳は、① 70 歳以上・孤児・障害者 89 人に１年１人４斗宛で 35
石６斗、② 15 歳以下の者 18 人に１年１人４斗宛で７石２斗，③ 16 歳以上の病気の者 17 人に
１年１人４斗宛で６石８斗である。大蔵省の類例による給付額の内訳は、①の 89 人に１年１
人１石８斗宛で 106 石２斗、②の 18 人に１人宛３斗５升入りの俵５俵を一時給付で 31 石５斗，
③の 17 人に１人１日男３合女２合宛で 24 石である（この記載はないが）。
　この旧慣の計算による申請について、②の 15 歳以下の 18 人へは大蔵省の類例の額を基準と
して１人宛３斗５升入りの俵５俵を一時給付の取扱いとすれば過大な給付ではないのでそのま









　内務省の滋賀県への指令案は、① 15 歳以下の 18 人には、（滋賀県の申請が１人年４斗であ
るが）、今回限り、３斗５升入米５俵（＝１石８斗）を一時下げ渡し、将来のことは、村毎に
言い聞かせ、恤救の方法を立てさせるようにすること、② 70 歳以上の者並びに孤児・障害者




















































































日の太政官布告第 138 号の「棄児養育米 13 年ヲ限リ給与」に準じたものと考えられる。
　また、1874（明治７）12 月 17 日には、小田県の上泰村の救恤申請、白川県山本郡鎧田村の
救恤申請、濱田県石見国笹目原村の救恤申請について、「恤救規則ニ照シ処分」すべきとの裁











征韓論に反対し、朝鮮派遣が無期延期になった（同年 10 月 23 日）。翌日、西郷・板垣・後藤・
江藤・副島参議ら辞表を提出し、下野した。政権の基盤が脆弱化する中、同年 11 月 10 日、まず、
内務省の設置が決まり、同月 29 日に大久保は内務卿に就任する。内務省の実務が始まるのは、








ことを余儀なくされた。困難な交渉の後、同年 10 月 31 日、「日清両国互換条款」が調印され、







小田県（道三町）の救恤申請は 11 月 27 日、小田県（槇谷村）、白川県、濱田県（笹目原村）


















　【県内での周知】　滋賀県は、1874（明治７）年 12 月 20 日、滋賀県第 1582 号をもって、管
内人民全体に、恤救規則の給付対象者に当たる部分だけを示した。その上で、窮迫の者があれ
ば、本人、親類の者はその村の戸長・区区長の押印を受けて、また、区区長・戸長も独自に詳









　1874（明治７）年 12 月 25 日、千葉県は、①恤救規則の４条各条は親戚、配偶者の血族、姪
甥等のいない者に限り救恤するのか、②他府県から寄留の者も同様にその地方（居住府県）に
おいて救恤するのか、③士族であっても無禄のものも同様に救恤するのかという照会があった。





















令書が届くまでの期間を 50 日と見積もり、最近地は５～ 10 日、次は 15 ～ 24・25 日、最遠地





















































































































































































*5  明治政府は、その公文書類を、①「公文録」（1867［慶応 3］年から 1885［明治 18］年まで）、
②「太政類典」（1867［慶応 3］年から 1881［明治 14］年まで）、③「公文類聚」（明治 15
［1882］年から 1945［昭和 20］年まで）、④「公文雑纂」（1886［明治 19］年から 1945［昭
和 20］年まで）の大きく 4つの資料群に編纂している（青山 p.114）。
*6   なお、第 140 巻には「水災」13 項目、第 141 巻には「旱災」12 項目、第 142 巻には「水旱」・「火
災」20 項目、第 143 巻には「風災」・「震災」9項目に対する救済を中心にをまとめている。
*7  明治 5年までの月日は、陰暦による。
*8  左院の権限は、1871（明治 4）年 12 月 27 日の事務章程改定により「凡一般ニ布告スル諸


















*14  幕府から継承した租税についても、1868（慶應 4）年 8月 7 日の「諸国税法旧慣ニ仍ラシ
メ徴収手続ヲ定」で、風俗をよく理解して新法を施行しないと人情と乗離するので、１～
２年は旧慣によるとした。
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